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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成27年1月29日(2015.1.29)

【公開番号】特開2012-232885(P2012-232885A)
【公開日】平成24年11月29日(2012.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2012-050
【出願番号】特願2012-55305(P2012-55305)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   3/068    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/066    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/155    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/15     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/145    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/14     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   3/068   　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/066   　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/155   　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/15    　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/145   　　　　
   Ｃ０３Ｃ   3/14    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   1/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
カチオン％表示で、
Ｓｉ4+     ０～３０％、
Ｂ3+     　１５～６０％、
Ｌｉ+      ０～１０％、
Ｎａ+      ０～１０％、
Ｋ+     　 ０～１５％、
Ｍｇ2+     ０～２０％、
Ｃａ2+     ０～１５％、
Ｓｒ2+     ０～２０％、
Ｂａ2+     ０～２０％、
Ｚｎ2+     １３～４０％、
Ｌａ3+   　０～１１％、
Ｇｄ3+  　 ０～１０％、
Ｙ3+     　０～６％
Ｙｂ3+   　０～６％、
Ｚｒ4+     ０～５％、
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Ｔｉ4+     ０～７％、
Ｎｂ5+　　 ２～２０％、
Ｔａ5+  　 ０～５％、
Ｗ6+       ０～１０％
Ｔｅ4+     ０～５％、
Ｇｅ4+     ０～５％、
Ｂｉ3+   　０～５％、
Ａｌ3+     ０～５％、
を含み、
Ｓｉ4+およびＢ3+の合計含有量は３５～６５％の範囲であり、かつ前記合計含有量に対す
るＢ3+の含有量の比（Ｂ3+／（Ｓｉ4+＋Ｂ3+））は０．３～１の範囲であり、
Ｌｉ+、Ｎａ+およびＫ+の合計含有量は０～２０％の範囲であり、
Ｍｇ2+、Ｃａ2+、Ｓｒ2+、Ｂａ2+およびＺｎ2+の合計含有量に対するＺｎ2+の含有量のカ
チオン比（Ｚｎ2+／（Ｍｇ2+＋Ｃａ2+＋Ｓｒ2+＋Ｂａ2+＋Ｚｎ2+））は０．３０～１の範
囲であり、
Ｌａ3+、Ｇｄ3+およびＹ3+の合計含有量は０～２０％の範囲であり、
Ｔｉ4+、Ｎｂ5+、Ｔａ5+およびＷ6+の合計含有量は１０～２０％の範囲であり、
Ｔｉ4+およびＮｂ5+の合計含有量に対するＴｉ4+の含有量のカチオン比（Ｔｉ4+／（Ｔｉ
4+＋Ｎｂ5+））は０～０．６０の範囲であり、
Ｔｉ4+、Ｎｂ5+、Ｔａ5+およびＷ6+の合計含有量に対するＴｉ4+およびＷ6+の合計含有量
のカチオン比（（Ｔｉ4+＋Ｗ6+）／（Ｔｉ4+＋Ｎｂ5+＋Ｔａ5+＋Ｗ6+））は０～０．７０
の範囲、
であり、ただしＰｂを含有しない酸化物ガラスであり、屈折率ｎｄが１．７５０～１．８
５０、アッベ数νdが２９．０～４０．０、かつガラス転移温度が６３０℃未満であるこ
とを特徴とする光学ガラス。
【請求項２】
請求項１に記載の光学ガラスよりなるプレス成形用ガラス素材。
【請求項３】
請求項１に記載の光学ガラスよりなる光学素子。
【請求項４】
請求項２に記載のプレス成形用ガラス素材を加熱し、プレス成形型を用いて精密プレス成
形することにより光学素子を得る光学素子の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的は、下記手段により達成された。
[１]カチオン％表示で、
Ｓｉ4+     ０～３０％、
Ｂ3+       １５～６０％、
Ｌｉ+      ０～１０％、
Ｎａ+      ０～１０％、
Ｋ+        ０～１５％、
Ｍｇ2+     ０～２０％、
Ｃａ2+     ０～１５％、
Ｓｒ2+     ０～２０％、
Ｂａ2+     ０～２０％、
Ｚｎ2+     １３～４０％、
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Ｌａ3+     ０～１１％、
Ｇｄ3+     ０～１０％、
Ｙ3+       ０～６％、
Ｙｂ3+     ０～６％、
Ｚｒ4+     ０～５％、
Ｔｉ4+     ０～７％、
Ｎｂ5+     ２～２０％、
Ｔａ5+     ０～５％、
Ｗ6+       ０～１０％、
Ｔｅ4+     ０～５％、
Ｇｅ4+     ０～５％、
Ｂｉ3+     ０～５％、
Ａｌ3+     ０～５％、
を含み、
Ｓｉ4+およびＢ3+の合計含有量は３５～６５％の範囲であり、かつ前記合計含有量に対す
るＢ3+の含有量の比（Ｂ3+／（Ｓｉ4+＋Ｂ3+））は０．３～１の範囲であり、
Ｌｉ+、Ｎａ+およびＫ+の合計含有量は０～２０％の範囲であり、
Ｍｇ2+、Ｃａ2+、Ｓｒ2+、Ｂａ2+およびＺｎ2+の合計含有量に対するＺｎ2+の含有量のカ
チオン比（Ｚｎ2+／（Ｍｇ2+＋Ｃａ2+＋Ｓｒ2+＋Ｂａ2+＋Ｚｎ2+））は０．３０～１の範
囲であり、
Ｌａ3+、Ｇｄ3+およびＹ3+の合計含有量は０～２０％の範囲であり、
Ｔｉ4+、Ｎｂ5+、Ｔａ5+およびＷ6+の合計含有量は１０～２０％の範囲であり、
Ｔｉ4+およびＮｂ5+の合計含有量に対するＴｉ4+の含有量のカチオン比（Ｔｉ4+／（Ｔｉ
4+＋Ｎｂ5+））は０～０．６０の範囲であり、
Ｔｉ4+、Ｎｂ5+、Ｔａ5+およびＷ6+の合計含有量に対するＴｉ4+およびＷ6+の合計含有量
のカチオン比（（Ｔｉ4+＋Ｗ6+）／（Ｔｉ4+＋Ｎｂ5+＋Ｔａ5+＋Ｗ6+））は０～０．７０
の範囲、
であり、ただしＰｂを含有しない酸化物ガラスであり、屈折率ｎｄが１．７５０～１．８
５０、アッベ数νdが２９．０～４０．０、かつガラス転移温度が６３０℃未満であるこ
とを特徴とする光学ガラス。
[２][１]に記載の光学ガラスよりなるプレス成形用ガラス素材。
[３][１]に記載の光学ガラスよりなる光学素子。
[４][２]に記載のプレス成形用ガラス素材を加熱し、プレス成形型を用いて精密プレス成
形することにより光学素子を得る光学素子の製造方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
［光学ガラス］
　本発明の光学ガラスは、カチオン％表示で、
Ｓｉ4+     ０～３０％、
Ｂ3+       １５～６０％、
Ｌｉ+      ０～１０％、
Ｎａ+      ０～１０％、
Ｋ+        ０～１５％、
Ｍｇ2+     ０～２０％、
Ｃａ2+     ０～１５％、
Ｓｒ2+     ０～２０％、
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Ｂａ2+     ０～２０％、
Ｚｎ2+     １３～４０％、
Ｌａ3+     ０～１１％、
Ｇｄ3+     ０～１０％、
Ｙ3+       ０～６％、
Ｙｂ3+     ０～６％、
Ｚｒ4+     ０～５％、
Ｔｉ4+     ０～７％、
Ｎｂ5+     ２～２０％、
Ｔａ5+     ０～５％、
Ｗ6+       ０～１０％、
Ｔｅ4+     ０～５％、
Ｇｅ4+     ０～５％、
Ｂｉ3+     ０～５％、
Ａｌ3+     ０～５％、
を含み、
Ｓｉ4+およびＢ3+の合計含有量は３５～６５％の範囲であり、かつ前記合計含有量に対す
るＢ3+の含有量の比（Ｂ3+／（Ｓｉ4+＋Ｂ3+））は０．３～１の範囲であり、
Ｌｉ+、Ｎａ+およびＫ+の合計含有量は０～２０％の範囲であり、
Ｍｇ2+、Ｃａ2+、Ｓｒ2+、Ｂａ2+およびＺｎ2+の合計含有量に対するＺｎ2+の含有量のカ
チオン比（Ｚｎ2+／（Ｍｇ2+＋Ｃａ2+＋Ｓｒ2+＋Ｂａ2+＋Ｚｎ2+））は０．３０～１の範
囲であり、
Ｌａ3+、Ｇｄ3+およびＹ3+の合計含有量は０～２０％の範囲であり、
Ｔｉ4+、Ｎｂ5+、Ｔａ5+およびＷ6+の合計含有量は１０～２０％の範囲であり、
Ｔｉ4+およびＮｂ5+の合計含有量に対するＴｉ4+の含有量のカチオン比（Ｔｉ4+／（Ｔｉ
4+＋Ｎｂ5+））は０～０．６０の範囲であり、
Ｔｉ4+、Ｎｂ5+、Ｔａ5+およびＷ6+の合計含有量に対するＴｉ4+およびＷ6+の合計含有量
のカチオン比（（Ｔｉ4+＋Ｗ6+）／（Ｔｉ4+＋Ｎｂ5+＋Ｔａ5+＋Ｗ6+））は０～０．７０
の範囲、
であり、ただしＰｂを含有しない酸化物ガラスであり、屈折率ｎｄが１．７５０～１．８
５０、アッベ数νdが２９～４０、かつガラス転移温度が６３０℃未満であることを特徴
とする光学ガラス
である。
　以下、本発明の光学ガラスについて、更に詳細に説明する。以下において、特記しない
限り「％」とは、「カチオン％」を意味するものとする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　Ｚｎ2+は、高屈折率を維持しつつ、ガラス転移温度を低下させる働きをするとともに、
熔融性を改善する成分である。ただしＺｎ2+の含有量が１３％未満では、ガラス転移温度
が上昇する。また、屈折率が低下しアッベ数が大きくなるため、屈折率を高め、アッベ数
を小さくする働きのあるＴｉ4+、Ｎｂ5+、Ｔａ5+、Ｗ6+を多量に含有させる必要が生じる
。Ｔｉ4+、Ｎｂ5+、Ｔａ5+、Ｗ6+は屈折率を高める成分であるが、後述する部分分散特性
の指標であるΔＰｇ，Ｆ値を大きくしたり、精密プレス成形性を悪化させる成分でもある
。したがって、Ｚｎ含有量が１３％未満であると、間接的にΔＰｇ，Ｆ値が大きくなり、
精密プレス成形性も悪化する。他方、Ｚｎ2+の含有量が４０％を超えるとガラスの安定性
が悪化する。したがって、Ｚｎ2+の含有量は１３～４０％とする。Ｚｎ2+の含有量の好ま
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しい上限は３５％、より好ましい上限は３０％、さらに好ましい上限は２８％、一層好ま
しい上限は２５％、より一層好ましい上限は２３％である。Ｚｎ2+の含有量の好ましい下
限は１４％、より好ましい下限は１５％、さらに好ましい下限は１６％、一層好ましい下
限は１８％である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　Ｔｉ4+、Ｎｂ5+、Ｔａ5+およびＷ6+の合計含有量に対するＴｉ4+およびＷ6+の合計含有
量のカチオン比（（Ｔｉ4+＋Ｗ6+）／（Ｔｉ4+＋Ｎｂ5+＋Ｔａ5+＋Ｗ6+））が０．７０を
超えると、ΔＰｇ，Ｆ値が大きくなるとともに、ガラスの安定性は低下し、液相温度は上
昇し、ガラスが着色し、精密プレス成形性は低下する。したがって、カチオン比（（Ｔｉ
4+＋Ｗ6+）／（Ｔｉ4+＋Ｎｂ5+＋Ｔａ5+＋Ｗ6+））は０～０．７０とする。カチオン比（
（Ｔｉ4+＋Ｗ6+）／（Ｔｉ4+＋Ｎｂ5+＋Ｔａ5+＋Ｗ6+））の好ましい上限は０．６０、よ
り好ましい上限は０．５０、さらに好ましい上限は０．４０、一層好ましい上限は０．３
０、より一層好ましい上限は０．２０である。また、ガラスの安定性を維持し、液相温度
の上昇を抑える上から、カチオン比（（Ｔｉ4+＋Ｗ6+）／（Ｔｉ4+＋Ｎｂ5+＋Ｔａ5+＋Ｗ
6+））の好ましい下限は０．０２、より好ましい下限は０．０５、さらに好ましい下限は
０．０８、一層好ましい下限は０．１０、より一層好ましい下限は０．１２である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　本発明の光学ガラスには、上記成分とともに清澄剤としてＳｂ、Ｓｎなどを添加しても
よい。その場合、Ｓｂの添加量はＳｂ2Ｏ3に換算して外割りで０～１質量％とすることが
好ましく、より好ましくは０～０．５質量％、Ｓｎの添加量はＳｎＯ2に換算して外割り
で０～１質量％とすることが好ましく、より好ましくは０～０．５質量％である。
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